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第４回 小平市文化スポーツ推進計画検討委員会 

日  時 令和５年２月２２日（水）午前９時３０分から午前 11時３０分まで 

場  所 小平市役所 ６階大会議室 

出  席 
委員：１６名（うち公募市民６名） 

傍聴者：なし 

 

【次第】 

１ 開 会 

２ 第３回小平市文化スポーツ推進計画検討委員会のまとめ【資料１】 

３ パブリックコメントの実施結果と回答について【資料２】 

４ 小平市文化スポーツ推進計画案について【資料３・４】 

５ 事務連絡 

６ 閉 会 

 

【配布資料】 

資料１ 第３回小平市文化スポーツ推進計画検討委員会 議事録 

資料２ パブリックコメントの実施結果と回答  

資料３ 小平市文化スポーツ推進計画案 

資料４ 小平市文化スポーツ推進計画（概要版）【案】 
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１ 開会 

文化スポーツ担当部長からあいさつが行われた。 

傍聴者希望者の確認、事務局から配布資料の確認等が行われたのち、議事が

進められた。 

 

２ 第３回小平市文化スポーツ推進計画検討委員会のまとめ 

   修正意見がある場合は事務局まで案内することとなった。 

 

３ パブリックコメントの実施結果と回答について 

パブリックコメントの実施結果と回答について説明が行われた。 

委員 多文化共生について、本計画ではどのように扱うのか。文化やス

ポーツは外国人と日本人の交流のきっかけになる。その視点もも

って施策を推進してほしい。 

委員長 庁内で連携して、施策を推進していく。文化とスポーツを交流の

きっかけとしていけるとよい。 

 

４ 小平市文化スポーツ推進計画案について 

委員長 ご意見はあるか。 

委員 P.3 計画の位置づけの図で国や都について、文化からスポーツ

に矢印が向かっているが、双方向にしてはどうか。 

委員長 国の文化とスポーツの計画、今回の小平市の計画のように関連

付けては策定していないかもしれない。 

事務局 確認して対応を検討する。 

委員 P.4（1）で「新宿まで約３０分結ぶ」とあるが表現が少しわかりづ

らくないか。 

事務局 表現を検討する。 

委員 P.4（2）人口を比較しているのは９年前のデータになるのではな

いか。 

事務局 修正する。 

委員 施策体系にある重点施策とはどのようなものか。 

事務局 第２編、第３編に記載している。 

委員 P.60 について、１０年間の計画期間の中で途中、どのように評価

していくのか。見直しなども想定しているのか。 

事務局 庁内の取組の進捗状況を確認していく。 

事務局 計画見直しは５年を目安に想定しているが、法律の改正等社会

の動向にあわせて改定することもある。 
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委員長 計画に記載のある「所管課」と「（関連課）」はどのような違いがあ

るのか。 

事務局 所管課が差し当たって深く関わっていくが、基本的には市として

施策を推進していくので、関連がある課は関連課として記載して

いる。 

委員 P.5 の図について「2023 年３月現在」といった記載を追記して

はどうか。  

 また、今後建設が予定されている施設もあれば良いと思う。 

委員  P.39で「多文化共生」について注釈があるとよいと関じた。また、

国際交流協会との連携事業とは具体的なイメージはあるのか。 

事務局 注釈の追加は検討する。国際交流協会との連携事業について、

具体的な事業内容の案は現時点ではない。今後、国際交流協会

で行っている事業も含めて検討していきたい。 

委員 現時点で事業案がないということだが、毎年の評価はどのように

していくのか、来年度はどういう報告になるのか。 

事務局 例えばスポーツではボッチャを通して国際交流に取り組めるとよ

いと考えている。事業内容を検討して、実施に向けて調整を図っ

ていくことなどを報告する。 

委員 小・中学校における多様性理解の推進についても上手く連携し

ていきたいと考えている。 

委員 小学校では総合的な学習の時間で、留学生の話を聞いたり日本

文化を紹介したりしている。学校での実施については、タイミング

は相談してスケジュール調整していきたい。 

委員 津田塾大学などは地域と連携して、授業時間以外に放課後にサポ

ートしている。外国の事情を知っている方にボランティアで来ても

らうなど、人材活用を進めていけると良い。多文化共生の施策は

幅広い可能性がある。 

 冊子の中身でいうと、写真が少ないと感じた。 

委員 自然風景写真があると良い。 

委員 計画書の制限はあるのか。 

事務局 基本は白黒が中心で冊子を作ることとなっている。ポイントでカ

ラーを入れるというデザインで作る仕様となっている。 

委員 玉川上水の写真があると良い。 

事務局 玉川上水など象徴的なものを入れる。 

委員 P.19の写真は唐突感がある。キャプションがあるとよい。 

事務局 検討する。 
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委員 小平市は「吹奏楽の街」と言われていると聞いた。市の事業との

関連性はあるのか。なんらかの記載があるとよいと感じた。 

委員 公益財団法人小平市文化振興財団の事業計画の中に「吹奏楽

のまち小平」の推進ということで明記している。 

事務局 記載内容を検討していきたい。 

委員 二次元コードの活用も検討できるとよい。 

事務局 検討する。 

委員 人と人とをつなぐことがイメージできる写真があるとよい。こだ健

体操も象徴的な写真といえるだろう。 

委員 文化振興とスポーツで基本方針が別々にあったが、統合してここ

からスタートしていく。新しい考え方を良く整理して施策を推進し

て欲しい。 

事務局 文化スポーツ課だけではなく、幅広い視点で地域と連携していく

ことが重要になると考えている。 

委員 P.51 身近にスポーツを楽しめる環境の整備の中で人工芝化等

と書いてあるが、自然環境も配慮したという視点も持っていてほ

しい。 

事務局 天然素材の利用や排水等を考慮して進めていく。 

委員 環境の「持続可能性」について言及できるとよいだろう。 

委員 スポーツの目玉施策として FC 東京について記載してはどうか。

今年Ｊリーグ 30周年と聞いている。 

事務局 P.52 で重点施策として掲載している。ホームタウン構成６市とし

て、しっかりと連携していきたい。 

委員 市民総合体育館では、ユニフォーム着用デーも実施している。 

委員 P.48「小平ボッチャ大会」について、小平特別支援学校の生徒が

ボッチャの全国大会で優勝したと聞いた。こうした気運をしっかり

醸成していきたい。 

事務局 P.18 と P.22に共通理念の誤字があったので訂正したい。 

委員 文化やスポーツの具体的な取組で今やっている事を書いている

が、計画を推進していくなかで内容を充実させていくのか。 

事務局 既存の事業を充実させると同時に新たな事業を加えていきたいと

考えている。 

委員 ほとんどが今やっていることが記載されているように感じた。 

事務局 既存の事業を継続していくための計画という側面もある。改めて

体系を立てていく中で、事業のブラッシュアップや新たな取組も

実施していくことになる。そのための計画である。 
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５ 事務連絡 

  連絡事項なし 

 

６ 閉会 

部長        １年間ありがとうございました。通常計画は２年かけて作成するも

のが一般的だが、本計画は１年間でやり遂げるという意味で多大

な負担をかけたと思いますが、ようやく形になってほっとしている

ところです。 

           皆様のおかげをもちまして作成できましたが、これからが本当の

スタートということになります、様々な分野で皆様のご活躍を祈

念いたします。 

 

以上 


